
薬価改定の財政影響イメージ 
（現行ルールをもとに試算したもの、詳細な金額については精査中） 

市場実勢価格に 
基づく引下げ 

約５,４００億円 

平成24年度薬剤費推計：約８．４兆円 

新薬創出等加算（×0.8） 
約700億円 

後発品収載に伴う 
引下げ等 

約610億円 

小児・ｵｰﾌｧﾝ等加算 
約20億円 

不採算品再算定等 
約300億円 

新薬に係る薬価改定 
差引約110億円 

薬剤費全体の削減額 
約５,０００億円 
（約▲6.0%） 

中医協 薬－２－２ 
２ ３ ． １ ２ ． ２ 

1 

前回（H22年度）改定 
薬剤費全体の削減額 

約▲4.500億円 
（▲5.75%） 



Ｈ２２年度の新薬創出等加算品目及び 
追加引下げ品目等の金額推移と今後のイメージ 

約700億円 

新薬創出等加算 

約600億円 

長期収載品の 
追加引下げ（▲2.2%） 

平成21年９月 
薬価本調査数量 

（薬剤費：７.８兆円） 

約770億円 約520億円 

平成2３年９月 
薬価本調査数量 

（薬剤費：８.4兆円） 

 

約
140
億円 

※１ 平成21年9月（本調査月）以降に初めて後発医薬品が収載された先発医薬品からの後発医薬品置き換え効果 
※２ 平成24年度に新薬創出等加算の対象となった新医薬品の加算分 
※３ 平成23年9月（本調査月）以降に初めて後発医薬品が収載された先発医薬品からの後発医薬品置き換え効果 
※４ 後発医薬品の収載等により新薬創出等加算分を返還した効果 

約100億円の差 

約110億円の差 
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差は一定程
度に収まる
のではない
か 

平成2５年度 
薬価本調査数量 

（推測） 

※１ 

※２ ※３ ※４ 
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